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仁平グループの
石工「理左衛
門」、現植木町
鈴麦と豊岡の字
境を跨ぎ、
豊岡橋を架け
る。
（橋名不詳）

全域が肥後熊本藩領であっ
た。「旧高旧領取調帳」に
記載されている明治初年時
点での村は下記の通り。
（1町62村）

廃藩置県により
熊本県（第1
次）の管轄とな
る。

白川県の管
轄となる。

下記の各村の統合が行われ
る。
（1町53村）

（1町51村）
熊本県（第2
次）の管轄と
なる。

（1町47村） 【西南戦争】
1877年（明治10年）に
現在の熊本県・宮崎
県・大分県・鹿児島県
において西郷隆盛を盟
主にして起こった士族
による武力反乱であ
る。明治初期に起こっ
た一連の士族反乱の中
でも最大規模のもの
で、日本国内で最後の
内戦である。

郡区町村編制法の熊
本県での施行によ
り、行政区画として
の山本郡が発足。
「山鹿山本郡役所」
が山鹿郡山鹿町に設
置され、同郡ととも
に管轄。

町村制の施行によ
り、以下の町村が発
足。特記以外は現・
熊本市。
（1町8村）

郡制の施
行のた
め、「山
鹿山本郡
役所」の
管轄区域
をもって
鹿本郡が
発足。同
日山本郡
廃止。

新町制による
植木町が発
足。

交通量増大に伴
い、豊岡の眼鏡橋
を改修。

田底村を
編入

菊池郡泗
水町と境
界変更。

豊岡の眼
鏡橋が植
木町指定
文化財と
なる。

植木町が
熊本市に
編入。

豊岡の眼
鏡橋が熊
本市指定
文化財と
なる。

正院村、知田村、内村、大
清水村、下大清水村、下野
村、仁王堂村、北谷村、梅
木谷村、大浦村、中浦村、
西山村、小畑村、田原村、
平原村、鈴麦村、舟底村、
那知村、円台寺村、上古関
村、小吉松村、前原村、後
古閑村、鞍掛村、舞尾村、
一木村、岩野村、小野村、
古閑村、有泉村、石川村、
草場村、小道村、仁連塔
村、投刀塚村、萩迫村、鐙
田村、木留村、辺田野村、
滴水村、下滴水村、平野
村、今藤村、色出村、大塚
村、二田村、宮原村、芦原
村、山城村、平島村、賀
村、慈恩寺村、伊知坊村、
船島村、平井村、宝田村、
賀茂村、横尾村、石野村、
吉松村、大井村、味取村、
植木町[1]

・富応村 ← 西山村、小畑村
・豊岡村 ← 田原村、舟底村
・轟村 ← 小吉松村、前原村
・広住村 ← 草場村、小道
村、仁連塔村
・米塚村 ← 賀村、慈恩寺村
・豊田村 ← 賀茂村、横尾村
・亀甲村 ← 石野村、吉松村
・宝田村が平井村に合併

大清水村・下
大清水村が合
併して清水村
となる。
大塚村・二田
村が合併して
正清村とな
る。

正院村・知田
村が合併して
山本村とな
る。
芦原村・山城
村・平島村が
合併して田底
村となる。
下滴水村が滴
水村に合併。

山本郡豊岡村 植木町、吉松
村、山本村、
桜井村、山東
村、田原村、
菱形村が対等
合併

拡幅のため上下流
を70cm程張出し、
架けられた当時の
橋面は太鼓状だっ
たが、左右岸をコ
ンクリートで嵩上
げ、水平状にし、
橋上面にコンク
リート舗装を施
し、高欄を設置す
る。
親柱に「豊岡橋」
と刻む。

「豊岡の眼鏡橋」の名称及び市町村名の変遷

　
「日本の石橋を守る会」の上塚尚孝現会長が、平成12

（2000）年に熊本市田原坂西南戦争資料館の当時の古財誠也
館長に聞き取り調査し、それを基に上塚会長が描かれたイ
メージ図である。

以下、聞き取り内容
・昭和28年（6.26水害前）より前は、手摺りは石材でガード
レール風の一段か二段重ねのもので、上部はいくらか丸みを
帯びていた。
・昭和28年6.26水害はひどくて、橋は輪石ばかりの姿にな
り、その後応急処置をしたが、それ以前の側壁（壁石）は放
射線状の目地だった。
・昭和 35 年だったか路面拡張しほゞ水平にしたが、それま
では反った形の橋だった。

いつの頃から「豊岡の眼鏡橋」と呼ばれるようになったのか？

平成35年に改修され
た親柱には、
「豊岡橋」と刻ま
れている。

歴
史
・
市
町
村
名
変
遷

玉名郡玉
東町と境
界変更。
鹿本郡鹿
本町及び
同郡鹿央
町と境界
変更。
玉名郡玉
東町の一
部を編入
（境界変
更）。

架けられた当時は、石橋の名称は無かったのか？
幾度かの増水により壁石が流され、上下流側とも目地を
モルタルで補修されているが、モルタルが垂れており景
観を損なっている。

現地案内看板

石
橋
の
名
称
に
関
す
る
疑
問
と
石
橋
の
現
状

※市町村名変遷については、Wikipedia「山本郡豊岡村」による。（調査：令和2年11月）

親柱の橋名は”豊岡橋” 壁石の補修状況

鈴麦

豊岡

豊岡の眼鏡橋

上流側 下流側

【熊本市指定文化財】

壁石：布積
壁石：谷積み

昭和28年(6.26）水害前


